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話

石
油

地

質

静

概

要

㈲

理

率

土

大

村

1

疏

田

中
生
暦
中
の
油
田

(
つ
ゞ
き
)

2

ロ
ッ
キ
ー
山
油
田

R

ockylW
ountain
F
ield(白
亜
紀
膚
)

位
置
泊
置
及
産
額

本
油
田
は
ロ
ッ
キ
ー
山
地
及
び
其
の
蕊
丘

fo
ot
h
ilis
中
に
散
在
せ
る
四
十
に
近
か
き
神
田

の
総
研
で
あ
る
｡
油
田
散
在
の
隈
域
は
ワ
イ
オ
ミ
ソ
W

yom
ing
を
中
心
だ
L
t
北
は
竜

ン
ク
ナ

m
ontana
州
の

南
部
'
南
は

コ
ロ
ラ
ド

C
o
lo
rad
o
州
の
中
央
部
に
延
亘
し
て
屠
る
｡
主
要
油
田
は
悉
-
ワ
イ
オ
ミ
ン
州
に
在
る
を

似
て
其
の
産
額
も
九
割
以
上
は
該
州
で
占
め
て
居
る
.
本
納
田
は

1
八
九
九
年
.
ヮ
イ
オ
ミ
ソ
の
中
央
部
に
在
る
本

納
田
中
の
第

7
の
大
油
田
な
る
ソ
〝
･L
ク
リ
ー
ク

S
a

lt
C

reek
に
近
か
き
シ
ャ
ナ
ン

S
hannon
油
田
が
少
畳
の

石
油
を
伴
ふ
鹸
水
の
湧
出
を
兆
候
だ
し
て
開
か
れ
た
る
に
其
閑
静
の
端
緒
を
得
た
も
の
で
あ
る
O
此
の
外
'
コ
で
フ

ド
州
の

i
部
に
石
油
の
渉
出
を
見
る
以
外
に
は
本
油
田
に
於
て
は
表
面
兆
候
存
在
せ
す
.
油
田
の
殆
.yJ
凡
て
は
生
ら

良
好
な
る
地
異
及
構
造
の
個
所
の
耽
堀
に
由
て
油
田
の
馨
達
を
見
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故
,
本
地
田
方
帝
に
て
は
試

掘
は

『
構
造
の
試
頗
』
test
st
ructLlre
E
も
云
ふ
て
屠
る
.
本
池
田
が
粕
常
の
産
額
を
出
す
に
至
-
た
る
は

1.
九

〇
四
聖

ソ
ル
ー
ク
リ
ー
ク
の
大
背
斜
魔
道
に
大
境
細
井
の
出
現
し
た
以
衆
で
あ
る
｡
そ
し
て
本
地
田
方
南
に
症
に

石
油
地
質
畢
概
要

蓋

七
五



地

球

妨
七
番

欝

!
沸

七
六

空

ハ

企
業
の
さ
る
ゝ
に
至
り
た
る
も
そ
れ
以
後
の
こ
と
に
し
て
.
幾
多
の
背
斜
軸
の
個
所
を
試
掘
し
今

日
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
｡

コ
p
lフ
ド
州
の
産
油
は

一
九

O
八
年
p
巧
ソ
ク
ナ
州
は

7
九

1
九
年
以
衆
で
あ
る
二

九
二
四
年
の
産
額

は
撃

て

七
五
八
,
0
0
rJ廠
高

約
三
九
,
〇
〇
〇
･
〇
〇
〇
覇
は
ワ
イ
オ
ミ

ソ
州
慮
)
に
し
て
開
教
場
魂
の
金
塵

覇
は
二
二

二

〇
〇
〇
〇
〇
〇
覇
で
あ
る
｡
抽
肇

は
ポ
ー
メ
三

〇
度
乃
至
四

〇
度
で
''T

ラ
ヒ
ン
系
の
も
の
を

壬
だ
し

て
居
る
｡

地
質
及
鋸
原

油
附
の
蓮
要
部
は
自
室
配
暦
は
･n
成
る
も
.
地
方
に
由
て
は
上
部
に
革
命
的
に
構
は
る
第
三
紀
層

を
地
表
に
露
出
す
る
佃
lrf
も
あ
る
｡
石
油
は
凡
て
上
部
白
亜
紀
府
中
和
暦
を
貯
溜
碧
}
J
し
て
存
在
し
て
居
る
｡
中
に
も

上
部
自
重
系
統
の
下
部
に
替
る
コ
ロ
ラ
ド
系
統
中
に
介
在
す
る
ク
オ
ー
ル
ク

リ

ー
ク

W
a
li
C
i･eek
砂
暦
は
最
も
重

要
な
る
産
油
厨
で
あ
る
｡
之
に
次
で
韮
婆
な
る
も
の
.は
珊
々
上
部
に
存
在
す
る

シ
ャ
ナ

ン
S
h
a
n
n
o
n

砂
暦
で
あ
る
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此
の
同
暦
以
外
の
和
暦
に
-
抽
出
に
由
て
は
粕
常
石
油
の
貯
溜
を
見
て
居
る
｡
最
下
部
の
ダ

n
ク

D
a
k
ota基
底
砂

岩
も
石
油
を
捗

っ
て
居
る
｡
土
に
代
表
的
な
地
異
柱
状
問
を
掲
げ
て
投
-
0
(
U
･
S
･
G
eol･
S
urve
y
Bu
ll･
6.71)

本
油
田
の
構
造
を
概
観
す
る
に
'
ロ
ッ
キ
ー
山
地
の
産
婆
隆
起
政
問
に
は
副
岡
曲

S
ubord
ina
te

fold
あ

･Jl
て
数

多
の
傾
斜
の
援
浸
な
る
背
斜
及
び
ド
ー
ム

d
o
m
e
構
造
が
形
成
さ
れ
.
叉
'
山
地
の
外
側
の
腹
部

fla
n
k

に
も
同

様
な
構
造
が
形
成
さ
れ
て
居
る
O
こ
れ
等
の
緩
慢
な
る
構
造
は
ワ
イ
オ
ミ
ン
州
の
み
に
て
も
既
に
調
査
費
見
さ
れ
し

も
の
百
以
上
に
適
す
鼻

ほ
れ
て
居
る
｡
こ
れ
等
の
構
造
が
即
ち
本
油
田
の
錬
床
の
存
在
す
る
場
所
で
あ
る
｡
右
の

/

構
造
中
最
大
の
も
の
は
ソ
ル

ト
ク
リ
ー
ク
の
も
の
に
し
て
延
長

1
八
哩
.
巾
六
哩
に
達
し
で
居
る
｡

前
述
の
か
-
本
油
田
の
額
床
は
砂
潜
の
如
き
多
孔
質
の
岩
層
を
貯
溜
岩
だ
し
.
背
斜
構
造
の
上
部
に
糖
尿
を
形
成

し
て
居
る
も

のな
る
が
'
誌
に
唯

山
つ
'
貢
岩
中
の
裂
隙

B
ss
ur,es
中
に
石
油
,{qIJ貯
溜
す
る
特
殊
の
油
田
が
あ
る
｡

其
の
油
田
は

コ
ロ
ラ
ド
州
の
中
央
部
に
在
る
フ
ロ
レ
ン
ス

F
torence
三

方
ひ
p
年
産
額

1
〇
〇
.

〇
〇
〇
瀬
に
足

ら
ざ
る
小
油
田
な
る
も
樽
に
記
述
し
遮
-
｡
石
油
を
貯
溜
せ
る
裂
際
は
多
少
岡
曲
を
伴
ふ
畢
斜
せ
る
常
磐
に
成
生
さ

れ
て
屠
る
.
肩
山石
は
上
部
自
重
紀
の
巧
ソ
タ
ナ
親
の
下
部
に
常
る
も
の
で
あ
る
｡

3
.
メ
キ
シ
n

N
le
X
ic
o

的
田
(自
重
紀
暦
)

位
置
'
泊
甚
及
産
額

メ
キ
シ
コ
に
於
け
る
恥

田は
メ
キ
シ
コ
潜
の
要
港
タ
ム
ピ
コ
ー
T

am
pico
を
中
心
法
せ

る
地
方
に
存
在
し
.
大
別
し
て
二
区
域
に
分
か
つ
｡

T
は
ク
ム
ピ
コ
の
西
方
二

〇
哩
'
タ
ン
ピ
コ
に
て
海
に
入
る
バ

ヌ
コ
河

P
a
n
u
c.
の
低
地
に
静
定
せ
る
も
の
に
し
て
パ
ヌ
コ
油
田
は
又
北
部
油
田
だ
も
云
ふ
｡
他
は

タ

ン
ピ

n
の

南
方
約
六

C)哩
の
海
岸
附
近
よ
-
起
こ
-
'
大
暑
海
岸
に
沿
ひ
南
方
に
進
み
.
延
長
約
四
十
哩
p
ッ
1
,
チ

,,
ン
T

ux-

石
油
地
質
単
概
紫

岩

七
七



地

球

第
七
巻

第

7
鱗

宍

七
八

p
an

な
る
港
附
鑑
に
達
す
る
狭
長
L･言

油
田
に
し
て
'
通
常
岡
部
油
田
だ
糾
し
て
居
る
｡
又
t
.'t
T
n
油
田
は
ポ

ー
メ

二

度
乃
至

1
四
度
程
度
の
富
男
の
石
油
産
出
す
る
を
似
て
.
重
質
抽
々
田

h
eavy
.il
Beld
笠

石
ひ
.
南
部

油
田
は
二
四
度
乃
至
三

1
度
の
比
較
的
種
質
の
も
の
を
産
出
す
る
故
､
前
者
に
射
し
て
寝
嚢
油
々
田
p
tjg
ht
oil
B
e

ld
笠
石
ふ
こ
ど
も
あ
る
｡
雌
の
外
に
此
問
の
南
部
の
中
米
}J
の
櫓
を
な
す

T
eh
u
a
ntepe
C

テ
.I,
ソ
ア
ベ
ッ
ク
地
峡

の
メ
キ
シ
コ
醤
沿
岸
方
南
に
も
油
田
あ

-
'
地
峡
油
的
Isthm
us
Betd
笠
石
ふ
｡
産
油
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
｡

現
在
の
池
田
地
に
は
'
土
人
静
に
て
チ
ャ
4'l
ポ
チ
c
h
apapote
だ
柄
せ
ら
る
ゝ
ア
ス
'1
ル
ト
及
寮
質
的
が
多
量
に

存
在
せ
る
こ
ど
ほ
宙
-
よ
-
知
ら
れ
居
た
-
L
も
.
其
の
地
方
が
交
通
極
め
て
不
便
に
し
て
且
っ
探
叢
p
療
病
の
地

徳

-
し
故
.
事
業
に
着
手
す
る
も
の
容
易
に
椙
で
来
な
か
っ
た
､

l
九

〇
一
年
に
萱
-
ア
メ
ダ
カ
の
ド
へ

1!I
E
･

L
･D
ohen
y
が
北
部
油
田
に
企
業
し
少
量
な
が
ら
塵
覇
を
得
'
漸
-
寮
展
の
曙
光
を
見
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
後

7
丸

山
〇
年
に
ツ
ー
ス
fPl
ン
の
北
西
二
五
哩
の
ポ
テ

レ

p
.
デ

ル
'
イ
ヤ
ノ

P
o
tereLO
del
u
ano
に
於
て
英
笥
利
の

骨
敵
が
日
産
十
嵩
覇
の
大
境
油
井
を
得
て
よ
り
俄
然
そ
の
状
態
を
嘩
じ
忽
ち
の
間
に
世
界
の
第
二
位
の
産
油
国
だ
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

]
九
二

7
年
迄
は
南
部
油
田
の
鼻
盛
期
に
し
て
前
記
の
イ
ヤ
ノ
の
大
湘
井
を
初
め
yJ
L
セ
ロ
.
ア

ヌ
ー
ル
C

erro
Azut
油
的
第
四
坂
井
の
如
き
最
大
日
産
三
十
七
術
覇
を
塵
出
せ
し
如
き
大
油
田
現
は
れ
.
南
部
油

田
の
み
に
て
此
の
観
の
産
額
の
殆
.I,/J各
部
を
受
持
っ
て
居
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
.
南
部
油
田
の
衷
運
だ
共
に
此

の
観
の
産
額
も
減
退
を
見
L
も
'
反
射
に
北
部
油
田
興
隆
し
寮
-
し
虜
め
'
急
激
の
接
遇
を
免
ね
が
れ
て
屠
る
｡

叫

九
二
四
年
の
産
額
は

三

元

.
五
八
七
'

0
0
0
覇に
し
て
.
北
部
油
田
六

〇
%
､
南
部
的
田
四

〇
%
の
割
合
で
あ

る
｡
最
初
よ
-
の
金
産
額
は

二

二
〇
二

二
八

11
九
七
〇
〇
〇
覇
で
あ
る
｡
一
九
二

7
年
は
産
額
の
極
限
に
し
て



T
九
三
･
･7二
九
七
'
0
0
0
唱
に
連
し
た
｡

油
質
は
多
畳
の
ア
ス
バ
ル
ー
を
合
有
し
て
居
る
｡
而
し
て

メ
キ
シ
コ
油
田
は
殆

'･J,各
部
英
米
開
閉
の
資
本
に
由
て
軍
断
さ
れ
.
現
在
産
額
の
約
七
〇
%
は
来
観
二

豆

%
は
英

国
の
資
本
に
属
し
.
確
飴
の
五
%
が
メ
キ
シ
コ
.
両
班
牙
等
の
資
本
に
屈
す
る
有
様
で
あ
る
｡

地
質
茂
糖
尿

メ
キ
シ

コ
池
田
の
地
質
の
研
究
は
八
に
由
-
多
少
の
相
違
が
あ
る
が
.
左
に
諸
家
の
研
究
密
封
牌

綜
倉
せ
る
も
の
を
柱
状
固
5<J
L
で
掲
げ
て
濃
-
0

メ
キ
シ
コ
油
田
に
於
け
る
主
要

な
る
廉
恥
膚
準
は
上
部
白
亜
紀
の

サ

ン
㌢
エ
-

ペ

S
an
F
e
llp

e
yJ

下
部
白
菜
紀
の
ク
マ
ツ
ポ

T
a
m
a

sopo
膚
系
で
あ
る
｡
何
れ
も
石

次
岩
を
童
だ
す
る
も
の
L･{
る
が
f

そ
の
貯
溜
所
は
錬
成
嘩
大
意
の
項
に
説
明
せ
し
如
-
.
墜
硬
な
る
石
衣
岩
の
犀
問
破
砕
に
由
て
生
じ
た
第
二
次
的
産

院
で
あ
る
｡
而
し
て
そ
れ
等
苓
院
が
地
下
水
の
溶
解
に
由
て
更
に
購
大
さ
れ
た
事
賞
も
謹
め
る
こ
}J
が
出
乗
る
O
叉

不
革
命
の
浸
蝕
面
が
貯
将
だ
し
て
多
少
役
立
て
る
部
分
も
蓉
兇
さ
れ
て
居
る
｡

何
れ
に
し
て
も
メ
キ
シ
コ
油
田
の
貯

溜
岩
並
に
貯
溜
桝
は
他
の
油
田
亡
は
趣
を
典
に
し
特
殊
の
も
の
で
あ
る
の
は
甚
だ
典
娩
あ
る
こ
E
で
あ
る
.
同
じ
メ

キ
シ
コ
抽
出
に
て
も
'
南
都
池
田
の
主
要
産
油
層
準
は
下
部
の
ク

マ
ア
ポ
石
加
岩
の
項
部
即
ち
サ
ン
プ
エ
ヮ
ッ
ペ
暦

だ
の
不
整
倉
の
直
下
数
十
沢
の
尚
に
生
せ
る
破
砕
部
に
し
て
.
他
は
殆
ど

諭
ず
る
に
足
ら
な
い
｡
こ
れ
に
射
し
て
パ

石
綿
地
質
撃
枇
安

夫

七
九



地

球

第
七
魯

第

7
解

合

八
〇

女

コ
油
田
は
サ

ン
プ

且

リ
ペ
潜
系
の
下
部
に
寧

1
れ
る
破
砕
部
を
蓬
要
廉
恥
厨
準
だ
し
.
下
部
の
ク
マ
ジ
ポ
石
衣
岩

の
破
砕
部
が
そ
れ
に
次
い
で
居
る
有
様
で
あ
る
｡
南
部
油
田
の
構
造
は
大
鹿
に
於
て
約
南
北
に
走
過
す
る

l
健
の
背

斜
で
あ
る
O
背
斜
は
此
軟
的
急
で
磯
に
酋
翼
に
激
し
い
断
層
を
倖
ふ
串
も
多
い
｡
産
油
低
域
の
幅
員
は
斬
る
狭
隈
で

あ
る
0
従

っ
て
北
部
油
田
は
露
出
な
き
を
似
て
構
造
を
充
分
に
知
-
難
き
も
.
坑
井
の
成
碕
よ
-
見
れ
ば
大
倍
に
於

で
産
油
笛
域
は
断
層
に
由
て
隅
捜
せ
る
地
塊

f
a
u
tted
91.ck
に
し
て
南
方
に
高
-
稗
々
急
激
に
北
方
に
傾
斜
し
.

其
の
問
多
少
の
擁
曲
あ
る
も
の
yJ
考

へ
ら
れ
て
居
る
F
石
油
は
.',
ヌ
n
町
附
近
の
南
部
壁
南
部
な
ま
軍
部
だ
し
部
分

的
の
挽
曲
部
に
集
積
せ
る
も
の
ビ
解
さ
れ
て
屠
る
｡
そ
れ
故
'
北
部
油
田
の
出
抽
値
域
は
東
(
.'T
ヌ
コ
河
の
方
向
)
ド

二
C
哩
'
巾
南
北
に
五
'
六
哩
な
る
約
長
方
形
の
間
に
散
在
し
て
居
る
｡
要
す
る
に
メ
キ
シ
コ
約
m
は
地
層
の
特
殊

の
配
倉
に
射
し
比
較
的
激
甚
の
鍵
動
の
加
は
れ
る
食
め
.
･層
間
に
破
砕
部
を
生
じ
特
殊
の
餅
床
を
形
成
す
る
に
要
っ

た
も
の
だ
解
す
る
こ
E
が
出
凍
る
｡

メ
キ
シ
コ
の
南
部
油
田
は
選
常
な
る
速
力
を
似
て
石
油
を
排
出
す
る
状
態
は
全
-
他
に
此
薪
が
な
い
｡
例

へ
ば
酌

に
紹
介
せ
し
ポ
テ
レ

p
p
デ

ル

'
イ
ヤ
ノ
の
坑
井
は
最
大
日
産
十
寓
蘭
.
約
八
年
間
に

一
億
時
を
塵
出
し
た
｡
又
.

同
じ
-
セ
ロ
.
ア
ス
ー
ル
の
第
四
鍍
井
は
成
助
骨
初

7
日
二

二
十
七
滞
覇
を
産
し
噴
油
は
三
百
沢
の
高
さ
に
逢
し
た

竺
試
ほ
れ
て
居
る
.

一
九
二
〇
年
常
時
は
年
産

1
億
覇
以
上
の
産
油
を
三
十
八
本
の
坑
井
に
て
塵
出
し
た
里
方
は
れ

で
居
る
O
又
.
構
造
の
垂
南
部
に
開
愚
さ
れ
た
る
坑
井
は
殆
ど

叫
本
の
坑
井
に
て
全
銀
床
の
石
油
を
排
出
し
持
た
だ

云
ほ
れ
て
居
る
0
ポ
テ

レ

p

t
デ

ル
'
イ
ヤ
ノ
油
田
は
前
記
の
坑
井

1
頑
に
て
石
油
を
取
-
盈
し
た
だ
同
様
な
結
果

を
示
し
た
｡
こ
れ
等
の
現
象
は
要
す
る
に
貯
滞
貨
中
の
客
隙
が
大
な
る
廉
め
其
の
間
の
交
通
が
細
障
害
'
且
つ
自
由



メ
キ
シ
コ
商
都
油
田
塊
守
断
簡
鼠

βしCcyyoA苫u
NO.ヰ

O

p
e
n

a
n

d

f
r

ee
=
で
あ
る
褒
め
.
石
油
は
魔
力
に

従

っ
て
許
す
限
-
急
激
に
坑
底
に
集
注
し
得
'
贋

-
連
絡
し
得
る
か
ら
で
あ
る
｡
雌
の
外
に
此
の
油

田
に
は
満
水
も
大
な
る
願
力
を
宥
し
盛
に
石
油
を

鷹
す
る
も
の
だ
考

へ
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
石
油
を
悉

-
排
出
し
た
る
後
に
は
必
ず
常
に
多
量
の
建
水
の

排
出
を
見
る
こ
亡
に
由
て
知
る
こ
だ
が
出
凍
る
｡

構
造
の
高
所
に
掘
婁
さ
れ
わ
読

井
が
躯
床
基
部
の
石
油
を
排
出
し
得
る
は
立
ビ
し
て
水
頭
を
有
す
る
蛸
水
の
上
昇
に

由
る
作
用
で
あ
る
｡
4

エ
デ
ブ

ト

FgyP
t
油
田
(自
重
紀
膚
)

壁
雫

指
貫
及
産
額

エ
デ
ブ
ト
の
納
田
は
現
在
の
雪

,
ろ
'
紅
海
及
び
ス
エ
ズ
将
の
沿
岸
に
限
ら
れ
て
屠
る
O

エ
デ
ブ
,-
の
大
部
分
は
砂
漠
ネ
毛
の
地
に
し
て
容
易
に
進
入
を
許
さ
れ
ざ
る
を
似
て
漸
-
海
岸
近
-
に
油
田
の
開
拓

を
見
た
の
で
あ
る
｡
産
油
々
田
は
ゼ
ム
サ

G
ern
sah
rl
ガ
ダ

H
u
rg
h
a
d
a
及
び
ア
ブ
.
ゾ
ル

バ

A
b
u
D
u
r
ba

の

二
言

所
に
し
て
p
内
ア
ブ
･
ブ
ル
ガ
は
シ

ナ
イ

S
ina
i

年
島
側
に
在
る
｡

1
九

二

率
先
つ
ゼ
ム
サ
油
田
成
功
せ

L
も
産
油
少
量
に
し
て
不
振
の
状
態
に
在
-
L
が
'

1
九

1
四
年

･(
ガ
ダ
油
田
成
功
し
産
油
の
曙
加
を
見
る
に
至
っ

た
｡

ア
ブ
.
ゾ
ル
パ

は

1
九
二
二
年
に
成
功
せ
L
も
産
額
甚
だ
少
量
で
あ
る
O
波
及
全
部
の
産
額
は

7
九
二
四
年
に

於
け
る
も
の

!
.

二

一
モ

0
0
0
璃
七

一
九

二

年
よ
-
の
登
産
額
は

〓

'
七
五
八
'

0
0
0
覇
で
あ
る
O

石
油
地
質
学
触
発

八l

八

l



馳

ハガダ 油 田 速吋衛 囲

RE【〉SEA

第
七
巻

第

山
班

エ
;I.茅

-
油
田
(F
巧

圃

八
二

八
二

油
質
は
ぜ
ム
サ
油

田
の
石
油
は
ポ
ー
メ

三
九
度
'
多
額
を
産

出
す
る
ハ

ガ

ダ
油
田

の
も
の
は
二
二
度
に

し
て
.〓

フ
A)
y
P
ア

ス

't
ル

ト
双
方
を
等

分
に
有
す
る
浪
合
の

も
の
で
あ
る
｡

地
質
及
裾
席

三
油
田
共
に
地
表
に
は
第
三
紀
の
中
新
枕

P
li.
･m
io
c

ene
に
屡
す
る
地
層
が
露

出
す
る
O
此
の
第
三
紀
層
は
大
部
分
.
白
雲
岩
.
石
釈
岩
.
岩
醸
及
び
石
膏
等
よ
-
成
-

頁
岩
も
朗
に
由
-
て
は
和
宮
磯
逢
せ
る
も
概
し
て
僅
少
で
あ
る
｡
頻
初
に
成
功
せ
る
ゼ
ム
サ
油
田
に
於
て
は
石
油
は

白
質
岩
の
裂
院
か
ら
塵
出
し
た
｡
ゼ
ム
サ
油
田
に
て
は
竪
井
の
結
果
第
三
紀
層
は
約
二
十
明
の
厚
さ
を
有
し
下
部
は

不
革
命
的
に
花
尚
岩
の
上
に
横
は
つ
て
居
る
こ
と
が
知
れ
た
｡
次
の
♪

ガ
ダ
柵
田
に
て
娃
撃
二
紀
膚
を
箕
通
し
下
部

に
横
る
砂
岩
に
多
塵
の
石
的
な
蓉
見
し
た
｡
此
の
砂
岩
は
自
重
配
に
屠
す
る
ヌ
ビ
ヤ
ソ
砂
岩

N
ubia
n

S

and
st
one

に
封
比
す

べ
き
も
の
ど
'
此
の
図
の
地
質
聾
者
に
由
て
鑑
定
さ
れ
て
屠
る
O
第
三
紀
層
だ
ヌ
ビ
ヤ
砂
岩
tJ
の
関
係
は

不
整
倉
的
で
あ
る
0
稜
に
成
功
し
柁
ア
ブ
ー
グ

ル

メ
油
田
-
ハ

ガ
〆
芭
同
じ
囲
係
で
あ
る
0

斯
し
て
エ
デ
ブ

I
の
石



肋
は
大
部
分
自
重
紀
盾
か
ら
産
出
す
る
-
の
yJ
な
っ
た
O
構
造
は
三
油
田
共
に
同
機
な
る
背
斜
構
造
で
あ
る
｡

5

ア
ル
ゼ

ン
チ
ン

Argentlrl
油
田
(白
亜
紀
厨
)

放
置
'
泊
貰
及
塵
取

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
問
に
於
け
る
産
油
々
田
は
屯
ン
ト
デ

ヨ
ー
デ

St･
G
e.r
g
e
増
に
振
す
る

rrt
モ
ド
p
t
リ
ガ
ダ
ブ
ア
C
o
m
od
oro
R
iv
ad
a
v
La
の
み
で
あ
る
｡
雌
の
地
方
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
P
a
ta
g
onia高
原
の

1
部
に
し
て

一
両
洪
積
層
を
以
て
膳
は
れ
地
層
の
罵
出
金
-
無

い
｡
石
油
的
存
在
は

山
九

〇
七
年
に
て
水
井
月
の
掘

峯
の
際
偶
然
に
瞥
見
し
た
も
の
で
あ
る
｡
産
額
は

一
九
二
四
年
が
三
p
八
四
四
､

0
0
0
覇に
し
て

1
九

〇
七
年
泌

殊
の
粂
産
額
は
二
〇
'
四
二

二

〇
〇
覇
で
あ
る
｡

柵
質
は
ア
ス
rt
ル
ト
基
の
も
の
に
し
て
ポ
ー
メ
二

一
度
力
萱
二

四
度
で
あ
る
｡

地
質
茂
鋸
尿

石
油
は
上
部
白
菜
紀
の
砂
岩
居
中
に
存
在
し
'
上
下
の
二
膚
が
あ
る
｡
上
部
の
′も
の
は
ダ
一i
ア
ン

D
lnian
枕
に
属
す
る
サ
ラ

マ
ン
キ
ャ
ン

Sa
l
am
anquan
だ
倫
名
さ
れ
た
る
頁
岩
を
ま
だ
す
る
地
層
の
下
部
に
存

在
し
.
下
部
の
も
の
は
セ
ノ
ニ
ヤ
ン
S
en
o
n
ia
rl
蹄
に
鷹
す
る
砂
貿
貫
岩
'
頁
岩
を
ま
だ
す
る
層
系
中
の
砂
岩
に
浸

潤
し
て
屠
る
｡
右
の
両
系
統
の
地
層
の
間
に
は
不
整
合
関
係
が
存
在
せ
る
も
の
だ
考

へ
ら
れ
て
居

る
｡
上
部
の
サ
ラ

マ
ン
キ
ャ
ン
暦
の
上
部
に
は
不
整
合
的
に
砂
岩
'
粘
土
.
凝
灰
岩
等
よ
り
成
る
バ
ク
ゴ
エ
ヤ

P
a
t
agon
ian
fo
rm
a

ti.n静
ビ命
名
さ
れ
た
る
海
戊
の
約
三
紀
暦
が
榛
は
る
.
更
に
其
の
上
部
に
は
第
四
紀
層
の
砂
塵
'
粘
土
の
厚
き
暦

が
不
整
合

的
に
横
は
つ
て
居
る
.

構
造
は
大
磯
に
於
て
西
よ
り
東
に

一
哩
に
射
し
十
二
択
笠
石
ふ
如
き
経
漫
な
る
傾

斜
を
有
す
る
罪
科
構
造
な
る
も
出
抽
低
域
附
鑑
に
は
多
少
の
擁
曲
あ
-
て
背
斜
的
構
造
を
成
せ
る
れ
-
推
定
さ
れ
て

居
る
｡

石
油
地
質
塾
概
晋

(=:1

八
三



地

球

第
七
怨

第

7
状

八
州

八
四

6

弼
乙
油
田

(自
室
紀
及
三
盛
紀
層

位
置
p
渦
貰
及
産
額

澗
乙
に
於
け
る
ま
要
油
田
は
西
北
部
摘
乙
の
Jl
ノ､
バ
ー
H
a
n
o
v
e
r

市
附
近
に
あ
る
通
常

バ
ノ

バ

-
油
田
と
挿
さ
れ
て
居
る
ブ
イ
ッ

W
eitN

油
田
で
あ
る
.

7
八
八
九
年
よ
ら
の
郎
堀
で
あ
る
.
此
の
方
面

は
数
百
駅
の
第
四
紀
.
第
三
紀
層
を
以
て
蔽
は
る
～
を
似
て
石
油
の
藤
兄
は
偶
食
の
事
件
で
あ
っ
た
｡
本
納
田
の
み

の
産
街
は
明
瞭
な
ら
ざ
る
も

1
九
二
四
年
に
は
約
二
五
〇
.
〇
〇
〇
砺
位
の
も
の
で
あ
る
｡

油
質
は
ポ
ー
メ

ー
七
度

ア
ス

'1
ル

ト
基
の
も
の
で
あ
る
｡

地
質
改
鋳
原

本
机
臨
附
近
に
於
け
る
看
軸
を
肱
胎
す
る
中
生
厨
は
上
部
自
重
紀
犀
約
五

〇
米
'
下
部
白
菜
配
慮

約
八

〇
-
7
茄
○
米
.
保
雅
紀
厨
上
下
合
せ
て
三

〇
〇
兼
.
以
下
は
三
盛
紀
暦
の
順
序
に
累
積
し
て
居
る
｡
石
柵
は

各
妃
厨
中
に
存
在
す
る
も
主
要
な
る
も
の
は
上
部
白
菜
紀
犀
及
び
下
部
の
三
盛
妃
膚
で
あ
る
｡
貯
酒
岩
は
砂
岩
の
外

に
自
重
贋
石
衣
岩

C
h
a
lky
L
i
mestone中
に
も
浸
潤
し
て
居
る
.
之
等
中
生
暦
は
本
納
田
地
方
に
て
は
断
層
に
由

-
数
多
の
地
塊
に
切
断
さ
れ
､
用
的
高
城
は
大
暑
東
方
ユ
-
西
方
に
三
十
度
内
外
の
傾
斜
を
有
す
る
地
塊
に
な
っ
て

居
る
｡
而
し
て
該
地
塊
は
水
琴
に
横
は
る
第
三
紀
層
並
に
窮
四
配
慮
に
不
整
金
的
に
蔽
ほ
れ
て
屠
る
｡
水
中
に
横
る

新
紀
の
地
層
だ
中
塗
膚
亡
は
鋭
角
の
関
係
に
於
か
れ
て
屠
る
｡
本
納
田
地
の
節
王
妃
静
は
二
〇
〇
米
.
第
四
紀
層
は

二
〇
米
内
外
で
あ
る
｡

本
油
田
に
は
竪
坑
を
下
し
的
静
内
に
坑
藍
を
開
盤
し
て
石
油
の
魔
注
を
便
じ
て
屠
る
'
所
謂
『
坑
濫
掘
｣
を
試
み
て

屠
る
｡
(
未
完
)


